
Microsoftの「Azure Virtual Desktop(AVD)」を、学生向けVDIサービス基盤として運用するために
必要となる様々な機能を備えています。20年以上に渡りPC教室の運用を考えてきた CO-CONVなら
ではのアイデアが多数盛り込まれています。
BYODから利用できるクラウド型PC教室を「CO-Gateway with AVD」で提供。これまでのPC教室と
同等の管理運用ができ、講義をスムーズに進めるのに役立ちます。また、クラウド化により生じる課題も
解決し、便利で使いやすく学びを支援するVDIサービスを実現します。

AVD

学生教職員

システム管理者

Powered by

Aさん

講義X

Bさん

講義Y

Cさん

AVD

AVD

月

1

2

3

4

5

火
水

木
金

シー・オー・ゲートウェイ

AVD
with

をもっとお得に、AVD
Azure Virtual Desktop
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もできる

講義ごとに異なる
複数の環境を準備

教員など誰にでも簡単に
イメージを更新できる

Azure の構成
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AVDのコストを最小化
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Linux VDIもAzure内でPOINT
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AVD
Azure Virtual Desktop

Azure 
Linux Virtual Machines

オンプレミス  Linux VDI
CUDA等でGPUを長時間使う場合に推奨

AVDの管理ツールでありながら、CO-Gatewayの機能により、Linux環境
やオンプレVDI環境との併用ができます。ユーザーに対しては、VDI基盤
の違いを意識させることなく利用可能な環境を同列に提示できます。

AVDの従量課金契約に対応POINT
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9:00 18:00

5 6 10 14 15週目1週目

費用節約効果は
絶大     

実際の利用状況どおりに起動数を抑制し、費用を抑えられる

AVD環境は実際の利用者数(講義の場合は出席者数)にあわせて作成する
ため、講義情報や履修登録情報よりも実態に即した稼働数となります。
長期休暇・休日・夜間などのユーザーがいない時に稼働数を減らせるのは
当然に、講義内容によってAVD環境を利用しない回がある場合にも柔軟に
対応できます。この機能とAVDの従量課金契約の組み合わせにより、Azure
の費用を最小限に抑えられます。

学生の入れ替えを最適化POINT
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契約数を
一時的に増やせる   ことがポイント！

9:00 10:00 11:00 12:00

1時間目の利用者100人 授業後すぐに復習する人

早く来て予習する人 2時間目の利用者100人

必要な数だけVDI環境を起動するまだ使って
いますか？

強制終了ではなく、利用延長の意思をユーザーに確認

講義終了後にユーザーの画面にメッセージを表示し、利用継続の希望がない
ユーザーを利用終了扱いにします。次の講義では直前の講義で使っていた
環境とは異なる環境を用いるため、短い休み時間で学生を強制的に追い出す
必要がありません。また、次に利用するユーザーは、初期化された状態の環境
で利用を開始できます。

LMS連携と SSOPOINT
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講義で利用するVDI環境に
さっと接続

LMS
（LTI 1.3対応）

WindowsAVD
（AVDコントロールプレーンを経由）

Microsoft Accountでフェデレーション

LTIにより、LMS上にAVD環境への接続情報を提示。LMS上で教材と同列に
AVD環境へのリンクを表示し、ユーザーが迷いなくAVDに接続できます。
CO-GatewayはMicrosoftアカウントでも認証できるため、AVDの接続先
となるvPC(セッションホスト)をMicrosoftアカウントで認証するように
構成することで、CO-Gateway、AVDポータル、vPCのすべてをMicrosoft
アカウントでシングルサインオン(SSO)できます。

時間割・履修情報との連携POINT
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AVD（VDI）環境においても複数の環境（ディスクイメージ）を利用できます。
ユーザー情報や時間割・履修情報、予約情報に基づき、そのユーザーが利用
可能な環境を限定列挙して提示することで、最適な環境に接続させることが
できます。特に、マルチセッションを利用する場合は、同じ講義を受ける学生を
同じセッションホストへ誘導します。
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環境統一・更新を簡単にPOINT
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AVD環境の管理運用をこれまでのPC教室と同じように簡単にできます。

ディスクイメージ

マウント

マウント

マウン
ト

1回の更新作業で全セッションホストに即座に反映
ディスクイメージをバージョン管理、ロールバックも可能
起動するディスクイメージの切り替えも可能

製品についての更に詳しいご案内は

弊社Webサイトで！

https://www.co-conv.jp/product/co-gateway/

CO-Gateway with AVD は基幹技術として を使用しています。

ディスク容量削減に    端末稼働時間の削減に    端末環境の動的変更に


